
竹
久
夢
二
は
と
て
も
お
茶
が
好
き
で
し
た
。

大
正
七
年
夏
に
長
崎
県
島
原
市
を
訪
れ
、

城
下
の
寺
で
お
茶
を
喫
し
た
事
を
思
い
出
と
し
て
綴
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
年
発
行
の「
令
女
界 

五
月
号
」に
寄
せ
た
手
記
の
中
に
そ
の
様
子
を
記
し
て
い
ま
す
。

青 

夜 

曲

「
庭
石
に
濡
れ
て
散
る
灯
や
星
祭
」

そ
れ
は
陰
暦
の
盆
の
中
日
で
す
。

私
は
安
養
寺
の
茶
室
で
和
尚
の
手
前
で
緑
茶
を
黒
も
じ
の
青
葉
と
いっ
し
ょ
に
吸
っ
て
い
ま
し
た
。

当
時  

八
女
茶
は
貿
易
品
と
し
て
輸
出
港 

長
崎
や
島
原
に
も
出
荷
さ
れ
、隆
盛
を
極
め
て
い
ま
し
た
。

ま
た
こ
の
頃
九
州
で
生
産
さ
れ
て
い
た
お
茶
は
、釜
炒
茶（
中
国
式
緑
茶
）が
主
流
で
、

夢
二
の
文
に
出
て
く
る
緑
茶（
蒸
製
緑
茶
＝
現
在
の
日
本
茶
）を
作
っ
て
い
た
の
は

主
と
し
て
八
女
だ
っ
た
の
で
す
。（
矢
部
屋
許
斐
本
家 

史
料
よ
り
）

そ
こ
で
夢
二
が
飲
ん
だ
お
茶
は
き
っ
と「
八
女
茶
」で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
と
、

こ
の
度『
夢
二
茶
会
』を
開
催
す
る
運
び
と
な
り
ま
し
た
。　

八
女
福
島
の
商
家
に
伝
わ
る
夢
二
直
筆
の「
少
女
の
図
」を
見
て
、

昔
な
が
ら
の
製
法
で
作
る
八
女
茶
を
味
わ
い
、夢
二
の
旅
の
想
い
出
に
あ
な
た
も
触
れ
て
見
ま
せ
ん
か
。

夢
二
茶
会
の

ご
案
内

第
三
回 
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11
月
6
日（
日
）

11
時
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時
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時
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時

堺
屋（
旧
木
下
家
住
宅
）

八
女
市
本
町
1
8
4

と   

き
と
こ
ろ

『少女の図』
竹久夢二　明治後期　三十歳前後の作品。　
左手で人形を抱き、右手には木の枝を杖にして、
椿柄の道行と背に荷を掛けた旅芸人の可愛い
らしい娘の画。
夢二を代表する美人画の画法とは異なる、若さ
溢れる太い線の作品で、年代的に現存するもの
として、極めて少なく貴重な作品である。

坂本繁二郎と夢二
明治四十四年十一月十二日恩地孝四郎へ宛
てた葉書に
「今日、三会堂はよかった。山脇のは好いナ、そ
れから山下さんの静物、コガンのには驚いた、
繁次郎君のは好きだった。」
とアトリエを八女に作った坂本繁二郎の作品を
夢二が評価していたことが記されています。
現在 坂本繁二郎は西古松町の無量寿院に
眠っています。

（文責　竹久夢二研究家  安達敏昭）
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